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　・委員会レポート

常
任
委
員
会
で
現
地
調
査
を
実
施

総
務
福
祉常

任
委
員
会

■
12
月
４
日

◎
所
管
事
務
調
査

　

①
ふ
る
さ
と
応
援
事
業
寄
附
金

　

②
国
民
健
康
保
険
第
３
期
特
定

　
　

健
康
診
査
等
実
施
計
画

　

③
職
員
の
自
己
啓
発
休
業
に
関

　
　

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

④
遠
軽
地
区
広
域
組
合
の
共
同

　
　

処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び

　
　

規
約
の
変
更

　

⑤
業
務
継
続
計
画
の
策
定

　

⑥
高
齢
者
等
石
油
製
品
価
格
高

　
　

騰
対
策
助
成
事
業
（
福
祉
灯

　
　

油
）

　

⑦
漁
村
環
境
改
善
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　

の
処
分
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

そ
の
他

　

常
任
委
員
会
終
了
後
、
現
地
調

査
を
実
施
し
、
①
佐
呂
間
コ
ミ
セ

ン
、
②
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
③
佐

呂
間
保
育
所
、
④
高
齢
者
福
祉
住

宅
「
安
心
ハ
ウ
ス
２
」、
⑤
若
佐

コ
ミ
セ
ン
を
視
察
し
ま
し
た
。

①
佐
呂
間
コ
ミ
セ
ン

　

集
会
施
設
や
商
工
会
事
務
所
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
老

朽
化
が
進
ん
だ
た
め
施
設
内
部
の

大
規
模
改
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

②
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

　

昭
和
62
年
の
建
設
で
、
経
年
劣

化
に
よ
り
雨
漏
り
が
起
き
て
い
た

こ
と
か
ら
、
外
壁
の
改
修
及
び
屋

根
の
塗
装
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

改修された床や天井の状況を視察（佐呂間コミセン）

③
佐
呂
間
保
育
所

　

玄
関
や
テ
ラ
ス
な
ど
の
床
に
、

入
所
児
童
の
安
全
の
た
め
貼
ら
れ

て
い
た
ゴ
ム
チ
ッ
プ
タ
イ
ル
が
、

劣
化
し
た
こ
と
か
ら
張
替
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

④
高
齢
者
福
祉
住
宅
「
安
心
ハ
ウ

　

ス
２
」

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
高
齢
者
福

祉
住
宅
と
し
て
１
棟
６
戸
の
集
合

住
宅
が
、
小
田
医
院
の
跡
地
に
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

改修により真新しくなったバスターミナル

テラス側の張り替えたタイルを視察（佐呂間保育所）エアコンも完備した安心ハウス２の居室
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議会ニュース議会ニュース

・道外行政調査報告⑤　

熊本県山
やまがし

鹿市

人　口　５２，３４５人

世帯数　２１，８０７世帯

面　積　２９９．６９ｋ㎡

熊本県北部に位置し、平成１７年１月に山鹿市・鹿北町・菊鹿

町・鹿本町・鹿央町が合併して誕生しました。

江戸時代から賑わう山鹿温泉や、国指定伝統的工芸品の山鹿灯

籠を用いた山鹿灯籠まつりが有名な、歴史と伝統のまちです。

■
や
ま
が
肝
い
り
ど
ん
（
結
婚

　

支
援
）
事
業
の
概
要

　

近
年
の
結
婚
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、
未
婚
化
・

晩
婚
化
が
進
み
少
子
高
齢
化
が
進

行
す
る
こ
と
か
ら
、
定
住
促
進
、

人
口
減
少
対
策
、
地
域
の
活
性
化

の
た
め
、
山
鹿
市
が
結
婚
相
談
・

支
援
活
動
を
行
う
「
や
ま
が
肝
い

り
ど
ん
」
事
業
が
平
成
23
年
６
月

か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

●
や
ま
が
肝
い
り
ど
ん
の
仕
組
み

　

「
肝
い
り
ど
ん
」
と
は
結
婚
を

希
望
す
る
男
女
の
出
会
い
を
取
り

持
つ
お
世
話
役
の
結
婚
サ
ポ
ー

タ
ー
の
こ
と
で
、
事
業
開
始
時
は

市
が
推
薦
し
た
５
名
と
、
公
募
で

選
ば
れ
た
７
名
の
12
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
先
に

活
動
し
て
い
た
「
肝
い
り
ど
ん
」

か
ら
ふ
さ
わ
し
い
人
物
が
推
薦
さ

れ
る
こ
と
で
人
数
が
増
え
、
17
名

（
※
平
均
年
齢
66
・
１
歳
）
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

「
肝
い
り
ど
ん
」
は
毎
月
連
絡

会
議
を
開
き
、
結
婚
希
望
登
録
を

し
た
人
を
ど
の
「
肝
い
り
ど
ん
」

が
担
当
す
る
か
決
定
し
、
担
当
す

る
希
望
者
と
面
談
を
し
て
信
頼
関

係
を
深
め
な
が
ら
相
談
や
支
援
を

行
い
、
連
絡
会
議
の
場
で
「
肝
い

り
ど
ん
」
同
士
で
条
件
な
ど
の
情

報
交
換
を
行
い
、
登
録
者
の
希
望

に
合
っ
た
お
見
合
い
を
設
定
し
ま

す
。

やまが肝いりどん事業について説明を受ける

■
調
査
を
終
え
て
の
所
感

　

「
肝
い
り
ど
ん
」
の
活
動
は
ほ

と
ん
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
負
担
も

多
い
が
、
こ
の
事
業
へ
の
山
鹿
市

の
熱
意
を
理
解
し
、
市
の
明
る
い

未
来
を
期
待
し
て
引
き
受
け
て
い

る
こ
と
で
、
事
業
は
成
功
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
町
で
も
「
さ
ろ
ま
ち
こ
ん
」

な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

成
婚
に
至
る
数
は
少
な
い
こ
と
か

ら
、
山
鹿
市
の
取
組
は
ヒ
ン
ト
に

出
来
る
も
の
が
有
る
の
で
は
と
考

え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
し

た
。

●
事
業
の
効
果
と
課
題

　

結
婚
希
望
者
と
し
て
登
録
で
き

る
の
は
50
歳
未
満
の
男
女
で
、
山

鹿
市
に
居
住
し
て
い
る
か
、
結
婚

後
に
市
に
居
住
す
る
人
で
、
登
録

期
間
は
２
年
間
。
（
※
再
登
録
は

可
能
）

　

平
成
30
年
９
月
末
現
在
で
男
性

76
名
、
女
性
66
名
が
登
録
し
て
お

り
、
事
業
開
始
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
に
４
０
０
件
の
お
見
合
い
が

行
わ
れ
、
21
組
が
成
婚
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
中
に
は
登
録
し
た
だ
け

で
安
心
し
、
お
見
合
い
の
際
に
自

分
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
な
い
な
ど
、

結
婚
に
消
極
的
な
人
が
い
る
こ
と

か
ら
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
婚
活

セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

催
し
、
異
性
へ
の
マ
ナ
ー
や
接
し

方
を
学
ぶ
こ
と
で
、
登
録
者
の
結

婚
へ
の
積
極
性
を
養
う
活
動
も

行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
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　・委員会レポート

産
業
文
教常

任
委
員
会

■
12
月
５
日

◎
所
管
事
務
調
査

　

現
地
調
査
を
実
施
し
、
①
若
里

基
線
道
路
、
②
佐
呂
間
30
号
道
路
、

③
市
街
地
排
水
処
理
事
業
（
佐
呂

議
会
運
営
委
員
会

■
11
月
30
日

◎
第
２
回
臨
時
会
運
営
に
つ
い
て

　

①
議
案
等
の
提
出
状
況
及
び
概

　
　

要
説
明

　

②
議
案
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

③
会
期
及
び
議
事
日
程
に
つ
い
て

　

④
そ
の
他

■
12
月
11
日

◎
第
４
回
定
例
会
運
営
に
つ
い
て

　

①
一
般
質
問
の
提
出
状
況
及
び

　
　

概
要
説
明

　

②
議
案
等
の
提
出
状
況
及
び
概

　
　

要
説
明

　

③
議
案
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

④
会
期
及
び
議
事
日
程
に
つ
い
て

　

⑤
そ
の
他

■
12
月
13
日

◎
第
４
回
定
例
会
運
営
に
つ
い
て

　

①
追
加
議
案
等
の
提
出
状
況
及

　
　

び
概
要
説
明

　

②
議
案
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

③
議
事
日
程
に
つ
い
て

議
会
広
報

特
別
委
員
会

■
12
月
13
日

◎
所
管
事
務
調
査

　

・
議
会
だ
よ
り
１
１
７
号
の
発

　
　

行
に
つ
い
て

■
１
月
18
日

◎
所
管
事
務
調
査

　

・
議
会
だ
よ
り
１
１
７
号
の
発

　
　

行
に
つ
い
て

西

富

老

人

ク

ラ

ブ

と

懇

談

会

を

開

催

　

町
議
会
で
は
町
内
の
団
体
な
ど

へ
議
員
が
出
向
い
て
懇
談
さ
せ
て

い
た
だ
く
出
向
き
議
会
懇
談
会
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
度
、

西
富
老
人
ク
ラ
ブ
（
会
長
・
井
上

孝
一
氏
）
か
ら
申
し
込
み
を
い
た

だ
き
、
11
月
27
日
に
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
会
員
22
名
の
方
と
議
員
９
名
が

参
加
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
町
の
過
疎
化
、
高

齢
者
へ
の
交
通
支
援
、
ご
み
の
出

し
方
、
サ
ン
ガ
ー
デ
ン
さ
ろ
ま
の

入
居
待
機
な
ど
会
員
の
方
が
関
心

を
寄
せ
る
問
題
に
つ
い
て
、
議
員

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
活
性
化
等

特
別
委
員
会

■
11
月
16
日

◎
所
管
事
務
調
査

　

①
出
向
き
議
会
懇
談
会
に
つ
い
て

　

②
そ
の
他

■
12
月
12
日

◎
所
管
事
務
調
査

　

①
出
向
き
議
会
懇
談
会
の
実
施

　
　

結
果
に
つ
い
て

　

②
そ
の
他

⑤
若
佐
コ
ミ
セ
ン

　

女
子
ト
イ
レ
の
洋
式
化
と
、
身

障
者
ト
イ
レ
の
水
流
し
が
、
レ

バ
ー
か
ら
リ
モ
コ
ン
ボ
タ
ン
に
改

修
さ
れ
ま
し
た
。

　・委員会レポート　

使いやすくなった身障者トイレ（若佐コミセン）

■
12
月
12
日

◎
所
管
事
務
調
査

　

・
難
病
医
療
費
助
成
制
度
の
改

　
　

善
を
求
め
る
意
見
書
の
提

　
　

出
に
つ
い
て

間
小
公
園
内
）、
④
佐
呂
間
小
学

校
、
⑤
浜
佐
呂
間
小
学
校
、
⑥
町

立
図
書
館
を
視
察
し
ま
し
た
。

①
若
里
基
線
道
路

　

平
成
25
年
か
ら
工
事
が
行
わ
れ

て
お
り
、
総
延
長
１
８
０
０
メ
ー

ト
ル
の
う
ち
、
今
年
工
事
し
た
分

を
合
わ
せ
て
１
０
６
０
メ
ー
ト
ル

が
完
了
し
ま
し
た
。

早期の完成が待たれる若里基線道路

改良により通行しやすくなった佐呂間 30 号道路

③
市
街
地
排
水
処
理
事
業

　

北
海
道
が
新
た
に
設
置
し
た
樋

門
へ
接
続
す
る
管
渠
排
水
工
事
が

小
公
園
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

小公園内の管渠を視察（市街地排水処理事業）

④
佐
呂
間
小
学
校

　

児
童
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ

ン
や
校
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
な
ど

を
整
備
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
を
教
育
に
活
用
す
る
環
境

が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

⑤
浜
佐
呂
間
小
学
校

　

昭
和
53
年
の
建
設
か
ら
40
年
が

経
過
し
、
経
年
劣
化
に
よ
り
一
部

破
損
し
て
い
た
教
室
の
床
の
張
替

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑥
町
立
図
書
館

　

図
書
館
と
児
童
公
園
の
間
に

あ
っ
た
駐
車
場
を
自
転
車
置
き
場

の
あ
っ
た
箇
所
へ
移
設
し
た
ほ

か
、
玄
関
自
動
ド
ア
の
改
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

コンピュータ教室を視察（佐呂間小学校）

ビニール床に張り替えられた教室（浜佐呂間小学校）駐車場移設工事箇所を視察（町立図書館）

■
12
月
12
日

◎
所
管
事
務
調
査

　

・
日
米
物
品
貿
易
協
定
交
渉
に

　
　

関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

　
　

い
て

議会ニュース議会ニュース議会ニュース議会ニュース

②
佐
呂
間
30
号
道
路

　

道
道
か
ら
西
富
団
地
を
通
る
道

路
で
、
路
面
の
傷
み
が
ひ
ど
く
改

良
舗
装
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。


